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に強いエネルギーを持ったものになるのではないかと思いま

す。 私もきっとこの経験がまた自分の作る作品の一部となっ

ていくと思います。 それから、 日本は欧米に比べ芸術文化活

動への支援がまだまだ乏しいという事が今回の件で浮き彫り

になったように感じます。アートの存在しない世界を想像して、

人々がその重要性に改めて気づくきっかけになってほしいと

願っています。

◎ 2018年に発表された 1st リーダーアルバム 『Dawn』 は、

2年経った現在、 戸上さんにとってどのような作品となってい

ますか？  
　　自分の事をいろいろな人に知ってもらえるきっかけになった

作品だと思います。 全く面識のない方からウェブサイトを通じ

てアルバムの感想をいただいたこともあって、 嬉しく思うと同

時にとても励みになっています。 アルバムをきっかけに日本で

ツアーを行い、 そこでもまた新しい出会いや繋がりができ、 今

後の活動へのモチベーションにもなりました。 また、 遠く離れ

た日本から応援してくれている家族や親戚、 友人たちに、 自

分がニューヨークに来てからずっとやってきたことを一つの形

にして届けることができたので、 このアルバムを作って本当に

よかったと思っています。 初めてのリーダーアルバム制作でと

ても苦労しましたが、 確実に自分にとってプラスとなる経験が

できましたし、 次はもっと良い作品を作りたいと思っています。

◎ 『Dawn』 は本誌の The Walker's Records でも販売させ

てもらっていますが、 聴きどころやご自身で付けるとしたらど

んなキャッチコピーを付けますか？

　　個人的には 1曲めと 4曲めが気に入っています。 1曲め

の 「Noctiluca」 は私のオリジナルで、 4曲めは完全に即興で

演奏したものです。 この 2曲はアルバムの中でも特に自分ら

しさが出せたように思います。 それから、 共演者の方々が本

当に素晴らしい演奏をしてくださったので、 演奏者の一音一音

◎ 現在のニューヨークの状況と現在の戸上さんの活動につ

いて聞かせて下さい。

　　ニューヨークは新型コロナウイルス感染拡大の影響で 3月

にロックダウンとなりましたが、 6月から徐々に経済活動が再

開され現在は最終段階のフェーズ 4に入ったところです。 感

染拡大のピークだった 4月頃に比べ、 人出も多くなり街も活

気を取り戻しつつあります。 とはいえ、 レストランやバーでの

店内飲食は現時点ではまだ禁止されていますので、 ジャズク

ラブなどがお客さんを入れて営業できるようになるまではまだ

時間がかかりそうです。 私は現在はオンラインでドラムやピア

ノのレッスンをしたり、 練習や作曲を主にしています。 教える

仕事は自分の理解を深める事にも繋がるのでとても為になり

ますし、 生徒さんたちの成長していく姿を見てとてもやりがい

を感じています。 もっと経験を積み良い教育者にもなれるよう

頑張りたいと思っています。 ロックダウンに伴い、 レギュラー

でやっていたギグや楽しみにしていた演奏の予定がキャンセ

ルになったりと悔しい思いもしましたが、 今はいろいろなこと

を見つめ直すチャンスだと捉えています。 作曲にもいつも時

間がかかるタイプなのでこの機会にできるだけたくさん書きた

いと思っていますし、 新たに学びたい事も色々あるので、 前

向きに今できることをやっていきたいと思っています。

◎ 2013年に渡米され、 現在もニューヨークで活動されてい

ますが、 今回の新型コロナウィルスを体験されて、 アーティ

スト、 ミュージシャンとして改めて思うことはありますか？

　　自分の人生に音楽があって本当に良かったと改めて感じ

ています。 このパンデミックを経験し、 より一層心身の健康

の大切さを実感しているのですが、 音楽をはじめ芸術文化が

心の健康を保つのに非常に重要な役割を担っていると思いま

す。 私にとって楽器の演奏や練習をする事はメディテーション

のような側面も持っています。 またこの苦境下から沢山の芸

術作品が生まれてくると思いますが、 そういった作品は非常
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★ ニューヨークで活動する注目の女性ジャズ ・ ドラマー ★

戸上優子 【Yuko Togami】
　2013年に渡米し、 ニューヨーク市立大学シティカ

レッジでドラム、 作曲、 アレンジを学び、 アダム ・

クルーズ、 ナシート ・ ウェイツに師事し、 ベン ・ ス

トリートにアンサンブルを学ぶ。 2018年 4月に記

念すべき 1st リーダーアルバム 『DAWN』 をリリー

ス。 ドラムプレイだけでなく、作曲のセンスにも注目。

ニューヨークで活動を続け、 バンド ・ リーダーとして

の資質も兼ね備えた日本人女性ジャズ・ドラマーだ。

　その戸上優子に、 新型コロナウィルスの影響下で

のニューヨークの現状、 1st リーダーアルバムにつ

いて、 女性ジャズ ・ ドラマーとしての苦労やバンド ・

リーダーとして、 ドラムについてなど、赤裸々に語っ

てもらった。 今後の活躍に期待＆注目の逸材！

【2020年 8月 取材 ・文 ：加瀬正之】
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に込める想いや息づかいなどを楽しんでいただけたら嬉しいで

す。 キャッチコピーをつけるというのはなかなか難しいですね、

敢えて自分では付けたくない気持ちもあるので、 先入観など無

しに聞いて頂けたらいいなと思っています。 そして聴いてくだ

さった方々がそれぞれ感じたことをぜひ聞いてみたいです。

◎ ドラムを始めたきっかけについて聞かせて下さい。 
　　小さい頃からピアノを習っており、 その後マリンバも習い始

め高校を卒業するまで続けていたのですが、 高校生の時に

何か違う楽器をはじめてみたいと思ったのがきっかけだったと

思います。 当時好きで聴いていたバンドを見ていてドラムがと

ても楽しそうだったので、 自分でドラムが習える音楽教室を探

してレッスンに通い始めました。 マリンバを演奏していて打楽

器の楽しさを実感していたこともドラムを選ぶことに繋がったと

思います。

◎ 作曲、 アレンジもこなし、 『Dawn』 ではピアノも弾いてい

ますが、 作曲やピアノはいつ頃から始めたのですか？

　　ピアノに関しては母がピアノの先生だった事もあり、 3、 4
歳くらいから触りはじめて、 小学 3年生の時にクラシックを本

格的に習い始めました。 作曲については、 3歳から通っていた

リトミック （ユーリズミックス） のクラスで簡単な曲を作ったりも

していましたが、 ニューヨークに来てから大学で作曲の授業を

取った事をきっかけに、 もっと自分の曲をどんどん書いていき

たいと思うようになりました。アルバムに入っている「Noctiluca」
という曲は作曲のクラスの課題で書いていたもので、レコーディ

ングをするにあたって少し手を加え完成させました。

◎ 現在使用しているドラムセットについて聞かせて下さい。

　　ドラムについてはご縁がありまして現在 CANOPUS さんとエ

ンドース契約させていただいており、 R.F.M. series の Club Kit
という小口径のキットを使用しています。 バスドラムが 15 イン

チでびっくりするほど小さいのですがとてもよく鳴り、 丁寧に作ら

れていてメーカーさんの楽器への愛を感じる素晴らしいドラムで

す。 シンバルはニューヨーク在住のシンバル職人で素晴らしいド

ラマーでもある Jesse Simpson が作った 18 インチのクラッシュ

ライドや、 彼に加工してもらった Zildjian K コンスタンチノープル

の 20 インチのライド、 Zildjian オールド A のハイハット、 同じく

Zildjian のプロトタイプのフラットライドも使ったりしています。

◎ 影響を受けたジャズ ・ ドラマー 3人と影響を受けた理由に

ついて聞かせて下さい。

　　3 人だけ選ぶというのはなかなか難しいですが、 Roy 
Haynes、 Philly Joe Jones、 Elvin Jones は良く聴いてきま

した。 どんなフレーズを叩いているとか、 そういった面よりも

その精神から影響を受けているように思います。 この 3人に

限らず、 素晴らしいドラマーたちは皆聴けば誰だかすぐ分か

るくらい自分のサウンドをしっかりと持っていて、 まるでドラム

でそれぞれの人生を語っているようで、 一つひとつの音に魂

が宿っているように感じます。 彼らのようにドラムを通して自

分の声、 自分の言葉で人生を語れるようなドラマーになりた

いと強く思いながら日々練習しています。

◎ 影響を受けたジャズ ・アルバムを 3枚あげて下さい。

　　ドラマーと同じで 3枚だけ選ぶのはなかなか難しいのです

が、 Roy Hargrove の 『Of Kindred Souls』、 Chick Corea 
の 『Now He Sings, Now He Sobs』、 Brad Mehldau の 『Art 
of the Trio 4: Back at the Vanguard』 の 3枚はいずれも一

時期毎日のように聴いていましたし、 影響も受けていると思

います。 どのアルバムもとにかく音に込められた感情やエネ

ルギーが凄まじくて、 心を揺さぶられます。 奇跡のような化

学反応というか、 マジックが起こっている瞬間が沢山あって、

何度聴いても刺激を受けますし圧倒されてしまいます。

◎ バンド・リーダーとしても活動されていますが、 バンド・リー

ダーとして大切にしていることは何ですか？

　　まだまだバンドリーダーとして学ばなくてはならない事がた

くさんあると感じているのですが、 自分のやりたいことをしっ

かり持っていること、 そしてそれをバンドのメンバーに明確に

伝える力がすごく大切だと思います。

◎ 女性ジャズ ・ ドラマーは少ないと思いますが、 これまで苦

労したことや悔しい思いをしたことなどはありますか？

　　私は自分が女性ドラマーであるという意識をあまり持たず

にやっているので、 苦労したり悔しい思いをする事があっても

それは純粋に自分の経験及び実力不足などが原因だと感じ

ます。 自分の性格があまり女性らしいタイプではないからか

もしれません。 でも実際には女性ミュージシャン達が理不尽

な扱いを受けてきたという話をよく聞きます。 近年そういった

問題に対して声を上げ立ち向かう女性ミュージシャン達も増え

てきていますが、 とても大事なことだと思います。 まだまだ男

性ドラマーに比べて数は少ないですが、 私の印象では最近

かなり女性ドラマーが増えてきたように思います。 ニューヨー

クにも沢山いますし、 最近は SNS などでヨーロッパやアジア
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など世界中にいる素晴らしい女性ドラマー達を知る事も多く、

一人一人紹介したいくらいです。 とても良い刺激をもらってい

ますし、 どんどん増えていくといいなと思います。

◎ ジャンルに関わらず共演したいミュージシャンはいますか？

　　ベーシストの Ben Street と共演したいです。 Ben にはレッ

スンも受けていたのですが、 音楽をやる上でとても大切な事

をたくさん教わりました。 彼に自分のアルバムのレコーディン

グに参加してもらうという事が私の中で一つ大きな目標になっ

ており、 必ず実現させようと思っています。

◎ 新作の予定はありますか？　また次のアルバムの構想な

どあれば、 可能な範囲で教えて下さい。

　　来年には次のアルバムのレコーディング、 リリースができ

たらいいなと思っています。 そのためにも今は作曲を頑張り

たいと思っています。 また、 最近は即興演奏、 フリー ・ イン

プロビゼーションに強い関心を持っているのでそういった要素

も積極的に取り入れていきたいと思っています。

◎ 音楽以外の趣味はありますか？

　　最近は料理をするのがとても楽しいです。 以前から自炊は

よくしていましたが、 ロックダウンの影響でゆっくり作る時間が

できたということもあり、 好きになりました。 手元にある材料で

適当に考えて作ったり、 定番の料理も自分なりにアレンジした

りするのも好きです。 それから、 自転車を最近購入したのでよ

く乗っています。 電車やバスで主に移動していた時とは見える

景色が全く違って、 いろいろな気づきもあり楽しいです。 あと

はヨガもやったりしていますね。 今は週一回オンラインのクラス

を受けたり自分で YouTube を見ながら練習したりしています。

◎ どのようなドラマー、 ミュージシャンを目指していますか？

　　常にオープンマインドで向上心のあるドラマー、 ミュージ

シャンでありたいと思います。 そして自分の音楽、 サウンドを

追求していきたいと思っています。 あとはとにかく続けていく

事がとても大事だと思っているので、 自分のペースで作品を

作り続けていきたいです。 最近音楽を聴いたり練習をしてい

て改めて思うのですが、 何十年も前の録音や、 100年以上、

200年以上も前に作曲された曲が時を超えて人の魂を揺さぶ

る事ができるなんて、 本当に凄いことだと思いますし素敵な

事だと思います。 自分もいつかそういった作品が残せるよう

に頑張っていきたいと思っています。

◎ 戸上さんにとって “ ドラム ” とは？

　　自分の生活の一部のようであり、 付き合いの長い友達の

ようでもあります。 もっともっと仲良くなれるようこれからも続

けていきたいです。

◎ 最後に The Walker's 読者とファンの皆さんにメッセージを

お願いします。

　　The Walker's さんのような素敵な雑誌にこのような形で

取り上げていただき、 とても光栄で身の引き締まる思いです。

音楽を通してたくさんの方と繋がっていけたらいいなと思って

います。 一緒に日本、 そして世界のジャズシーンをサポート

していきましょう！

【戸上優子 オフィシャルウェブサイト】
https://www.yukotogami.com

© 2018 Yuko Togami
2018年 4月リリースの

1st リーダーアルバム

【※本誌 HP 〈The Walker's 
Records〉 で本人のサイン

入りで購入可能】

ドーン／ DAWN
　戸上優子／ Yuko Togami

Yuko Togami (drums)
Takaaki Otomo (piano, fender-rhodes)

Ben Paterson (piano, organ)
Jakob Dreyer (bass)
Nori Naraoka (bass)

1. Noctiluca
2. Got to Be There

3. Why Not
4. Firstborns

5. I Loves You, Porgy
6. Stolen Moments

7. Chan's Song (Never Said)
8. Autumn Path
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